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「生産者の所得向上と
生産の拡大めざす」

６月24日に開催された第70回通常総会
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第70回
通常総会

「
再
生
産
と
経
営
継
続
に
向
け
た

決
断
と
実
践
」
の
事
業
方
針
を
決
定

　

六
月
二
十
四
日
（
日
）
一
三
時
三

〇
分
よ
り
、
下
郷
小
学
校
体
育
館
に

お
い
て
第
七
〇
回
下
郷
農
協

通
常
総
会
が
、
組
合
員
二
四

四
名
（
正
組
合
員
九
十
名
、

准
組
合
員
七
名
、
委
任
と
書

面
議
決
一
四
七
名
）
の
出
席

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
の
開
会
に
先

立
ち
、
四
月
十
一
日
に
金
吉

地
区
で
発
生
し
た
山
崩
れ
災

害
で
被
災
さ
れ
た
組
合
員
や

ご
家
族
に
対
し
、
出
席
者
全

員
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…

　

総
会
で
は
、
金
吉
地
区
伊

福
集
落
の
末
国
勲
男
さ
ん
を

議
長
に
選
出
し
二
〇
一
七
年

度
事
業
報
告
等
の
承
認
を
受

け
た
後
、
「
農
家
・
組
合
員

の
砦
」
と
し
て
し
っ
か
り
と

農
協
経
営
を
安
定
さ
せ
、
「
生
産
者

の
所
得
向
上
と
生
産
の
拡
大
」
に
繋

げ
る
た
め
、
「
再
生
産
と
経
営
継
続

に
向
け
た
決
断
と
実
践
」
を
今
年
度

の
取
り
組
み
目
標
に
掲
げ
、

経
営
の
基
本
的
部
分
を
見
極

め
、
削
る
と
こ
ろ
は
削
る
な

ど
の
決
断
も
実
施
す
る
と
し

た
二
〇
一
八
年
度
事
業
方
針

を
は
じ
め
と
す
る
全
六
議
案

の
す
べ
て
を
可
決
・
承
認
、

「
主
要
農
産
物
種
子
法
の
復

活
を
求
め
る
特
別
決
議
」
を

満
場
の
拍
手
で
採
択
し
ま
し

た
。

　

な
お
、
来
賓
と
し
て
奥
塚

正
典
中
津
市
長
、
亀
井
伸
一

郎
大
分
県
北
部
振
興
局
農
山

漁
村
振
興
部
長
、
二
宮
伊
作

Ｊ
Ａ
大
分
中
央
会
長
は
じ
め

関
係
諸
団
体
や
消
費
者
組
織

代
表
ら
の
ご
臨
席
と
、
沢
山

の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂

き
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
通
常
総
会
で

の
組
合
長
あ
い
さ
つ
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

通
常
総
会 

組
合
長
あ
い
さ
つ
（
概
要
）

　

本
日
こ
こ
に
第
七
十
回
通
常
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
組
合
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
毎
日
の
農

作
業
で
お
疲
れ
の
中
、
ま
た
、
大
変

暑
い
中
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
中
略
）

　

さ
て
、
四
月
十
一
日
未
明
、
金
吉

地
区
行
広
・
飛
瀬
集
落
に
お
い
て
山

崩
れ
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

災
害
に
よ
り
四
軒
が
被
災
し
、
う
ち

三
軒
が
全
壊
と
な
り
六
名
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
残
る
一

軒
も
土
砂
に
よ
る
損
傷
に
よ
り
住
む

こ
と
が
出
来
ず
、
借
家
で
暮
ら
し
て

い
る
状
況
で
す
。
改
め
て
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
全
国
で
発
生
す
る
災
害
に
よ

り
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
生

活
が
元
に
戻
る
こ
と
な
く
苦
し
い
環

境
に
あ
る
一
方
で
、
国
会
で
は
森

友
・
加
計
問
題
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
国
民
主
権
と
議
会
制
民
主
主
義

を
破
壊
す
る
歴
史
的
犯
罪
行
為
が

次
々
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。
改

ざ
ん
、
ね
つ
造
、
隠
ぺ
い
、
廃
棄
、

虚
偽
答
弁
な
ど
安
倍
首
相
の
ウ
ソ
の

答
弁
に
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た
め

に
行
わ
れ
て
き
た
こ
の
よ
う
な
犯
罪

行
為
は
断
じ
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
責
任
は
重
大
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
問
題

に
ダ
ラ
ダ
ラ
と
居
直
る
中
、
私
た
ち

の
生
業
や
暮
ら
し
に
大
き
く
関
わ
る

Ｔ
Ｐ
Ｐ
₁₁
協
定
案
と
関
連
法
案
、
働

き
方
改
革
、
カ
ジ
ノ
法
案
な
ど
の
重

要
課
題
の
審
議
は
強
行
採
決
や
会
期

を
三
十
二
日
間
も
延
長
す
る
暴
挙
で

次
々
と
決
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
四
月
に
可
決
・
成
立
し
た
「
主

要
農
作
物
種
子
法
廃
止
法
案
」
は
マ

ス
コ
ミ
の
報
道
も
な
く
、
参
議
院
で

の
審
議
も
わ
ず
か
五
時
間
で
可
決
・

成
立
し
ま
し
た
。

　

種
子
法
は
「
米
・
麦
・
大
豆
」
な

ど
主
要
作
物
の
品
種
改
良
を
国
・
都

道
府
県
の
公
的
研
究
機
関
が
行
い
、

10ヵ年事業計画の三年目、
2017年度黒字決算を報告

あいさつを行う矢﨑組合長



③

良
質
で
安
価
な
種
子
を
安
定
的
に
供

給
し
て
き
た
法
律
で
あ
り
、
こ
の
法

律
の
も
と
で
九
州
か
ら
北
海
道
ま
で

各
地
域
の
自
然
条
件
に
あ
っ
た
米
・

麦
・
大
豆
の
多
様
な
種
子
が
開
発
さ

れ
、
農
家
に
安
く
安
定
的
に
供
給
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
と
規
制
改
革

会
議
は
「
都
道
府
県
が
開
発
し
た
品

種
は
、
民
間
企
業
が
開
発
し
た
品
種

よ
り
も
安
い
の
で
競
争
条
件
が
対
等

で
は
な
い
」
と
い
っ
て
廃
止
を
強
行

し
た
の
で
す
。
そ
の
う
え
、
こ
れ
ま

で
の
デ
ー
タ
を
民
間
企
業
に
提
供

す
る
事
ま
で
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

「
生
産
資
材
を
一
円
で
も
安
く
」
と

全
農
の
株
式
会
社
化
ま
で
迫
っ
て
い

る
中
で
、
コ
メ
の
種
も
み
代
が
十
倍

に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
種
子
法
の

廃
止
は
、
価
格
の
上
昇
ば
か
り
か
海

外
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の
日
本
進
出

と
種
子
の
支
配
、
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
の
持
ち
込
み
に
も
つ
な
が
り
、

農
家
が
知
ら
ぬ
う
ち
に
遺
伝
子
組
み

換
え
作
物
を
作
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
く
な
る
な
ど
様
々
な
問
題
を
含
む

大
き
な
問
題
で
す
。

　

「
食
は
命
」
を
掲
げ
、
産
直
運
動

に
取
り
組
む
下
郷
農
協
は
、
種
子
法

廃
止
に
よ
り
国
民
の
食
の
安
全
・
安

心
が
脅
か
さ
れ
る
事
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
と
い
う
意
味
か
ら
「
主
要
農

作
物
種
子
法
の
復
活
を
求
め
る
特
別

決
議(

案)

」
を
ご
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
全
員
の
皆
様
の
ご
賛
同
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

二
〇
一
七
年
度
決
算
は
信
用
事
業

譲
渡
に
伴
う
十
ヶ
年
計
画
三
年
目
の

事
業
年
度
で
あ
り
、
計
画
達
成
は
も

と
よ
り
内
容
そ
の
も
の
も
計
画
に
そ

っ
た
結
果
に
近
づ
け
ら
れ
る
か
を
示

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
決
算
で
し
た
。

　

生
産
者
や
農
協
を
巡
っ
て
は
、
経

済
情
勢
、
農
業
・
農
協
を
め
ぐ
る

様
々
な
要
因
も
あ
り
計
画
未
達
部
門

も
多
く
今
年
も
厳
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

た
だ
前
年
よ
り
も
改
善
し
よ
う
と

い
う
点
で
は
、
各
生
産
者
の
経
営
努

力
も
相
ま
っ
て
、
全
体
的
な
牛
の
高

騰
や
取
り
組
ん
で
き
た
農
家
支
援
な

ど
に
よ
り
貸
出
金
・
飼
料
代
も
順
調

に
回
収
さ
れ
、
新
た
な
引
き
当
て
も

発
生
せ
ず
、
今
年
度
も
貸
倒
引
当
金

の
戻
入
益
が
貸
付
部
門
の
プ
ラ
ス
要

因
と
な
り
、
結
果
的
に
事
業
利
益
で

は
黒
字
を
確
保
し
、
計
画
対
比
四
，

〇
四
六
千
円
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
税
引
き
前
当
期
利
益
で
一

五
，
三
二
一
千
円
、
当
期
剰
余
金
一

四
，
五
六
〇
千
円
と
な
り
、
事
業
計

画
一
四
，
〇
八
四
千
円
に
対
し
一
〇

三
・
三
％
を
達
成
、
繰
越
欠
損
金
は

三
五
，
八
一
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

十
ヶ
年
計
画
で
の
繰
越
欠
損
金
計
画

を
九
，
九
〇
五
千
円
の
前
倒
し
で
推

移
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
厳
し
い
経
営
は
続
き
ま

す
が
、
計
画
達
成
に
向
け
て
努
力
し
、

手
の
届
く
と
こ
ろ
ま
で
来
た
累
積
赤

字
の
早
期
解
消
に
努
め
ま
す
。　

　

中
で
も
柱
と
し
て
、
か
ね
て
よ
り

待
望
の
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
Ｓ
－

１
」
が
三
月
か
ら
発
売
と
な
り
ま
し

た
。
三
月
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施

し
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る
数
の
ご

利
用
を
頂
き
、
多
く
の
方
々
に
紹
介

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
四
～
五
月

と
ふ
れ
あ
い
の
店
を
中
心
に
売
り
上

げ
も
順
調
で
、
そ
の
事
に
よ
り
来
店

客
数
も
増
え
る
と
い
う
相
乗
効
果
も

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
勢
い
を
継

続
し
販
売
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
の
減
少
や
経
済
環
境
の
影

響
に
よ
る
経
営
悪
化
な
ど
心
配
も
あ

り
ま
す
が
、
生
産
者
と
膝
を
交
え
た

協
議
も
重
ね
な
が
ら
、
今
年
度
の
テ

ー
マ
で
あ
る
「
再
生
産
と
経
営
継
続

に
向
け
た
決
断
と
実
践
」
を
柱
に
、

状
況
に
よ
っ
て
部
門
や
商
品
な
ど
継

続
す
る
の
か
止
め
る
の
か
も
決
断
し

な
が
ら
経
営
安
定
に
努
め
、
「
消
費

者
と
提
携
し
地
域
農
業
を
守
る
」
と

い
う
理
念
の
下
、
地
域
農
業
と
地
域

に
必
要
と
さ
れ
る
農
協
を
目
指
し
ま

す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
私
共
も

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
が
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気

で
農
畜
産
物
の
生
産
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
ふ

れ
あ
い
の
店
や
診
療
所
・
デ
イ
ケ
ア

な
ど
農
協
事
業
を
ご
利
用
頂
き
ま
す

よ
う
節
に
お
願
い
し
、
本
総
会
に
あ

た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

満場の拍手で「種子法の復活求める」特別決議を採択
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第₇₀回通常総会において満場の一致で採択された、種子法復活求める特別決議

食と農の根源、種子を守ろう！

「主要農作物種子法」の復活を求める特別決議
　稲、麦、大豆など主要作物の優良種子、奨励品種の生産、普及を促進するため都道
府県に対して、原種・原原種の生産、奨励品種決定の試験実施、種子生産圃場の指定
などを義務付けた「主要農作物種子法」(以下、種子法という)が、₂₀₁₈年３月末で
廃止された。
　それは、昨年４月政府提出の８本の農業改革関連法案の一つとして唐突に提出され、
マスコミの報道もなく多くの国民が知らないうちに、議論も不十分なまま乱暴極まり
ないやり方で可決、成立した。
　種子法は₁₉₅₂年(昭和₂₇年)に成立し、食糧不足を防ぐために優良なタネの開発、
普及を目的とした法律で、これまで種子法がお米のタネを守る役割をしていたため、
我々生産者は安心・安全で美味しいお米を作る事が出来た。種子法廃止はこれまで培
ってきた都道府県の優良種子確保の役割が後退するのではないかと、多くの生産者が
不安を抱えている。
　安倍政権は、この間規制改革会議の名のもとに₆₀年ぶりの農協法改正による農協解
体、農業委員会解体、農地法改悪など次々と市場原理主義による競争の持ち込みを進
めており、種子法廃止も主要農作物である種子を民間企業に提供しようとするもので
ある。そのことにより、安く提供されてきた種子の価格が跳ね上がり、結果として種
子の生産量は減り、お米の種類が減り、農家がコメを作らなくなる。そして種子法廃
止により開放された市場から日本の種子に代わる遺伝子組み換え種子が入り、日本も
遺伝子組み換え作物の栽培国になる。企業の参入は食の安全・安心よりも利益優先で
進められる。
　我々は今こそ「消費者と提携し、自給優先で金が全てでない」という理念に誇りを
持ち、これまで種子法により都道府県が関わる事で守られてきた種子の確保と主要食
料の安定的な供給、食の安全や自然界の遺伝的多様性、環境への影響、農家の暮らし
を守るなどの観点から「主要農作物種子法」の復活を強く求めるとともに、復活に向
けて国民的大運動を展開していく決意である。
　以上、決議する。

2018年６月24日　 　　　　　　　 
下郷農業協同組合 第₇0回 通常総会
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実
感
！
「
ま
ず
身
を
守
り
、
避
難
す
る
こ
と
」
の
大
切
さ

下
郷
農
協
女
性
部
が
研
修
旅
行

　

災
害
が
頻
発
し
て
い
る
中
、
防
災

に
つ
い
て
学
習
し
た
い
と
い
う
要
望

が
寄
せ
ら
れ
、
七
月
一
日
、
女
性
部

員
十
七
名
で
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ

ー
へ
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　

同
施
設
で
は
、
防
災
体
験
コ
ー
ナ

ー
と
し
て
、
①
風
速
三
〇
メ
ー
ト
ル

の
風
を
体
感
す
る
「
強
風
体
験
」
、

②
震
度
７
の
揺
れ
を
体
験
す
る
「
地

震
体
験
」
、
③
火
災
の
映
像
を
み
な

が
ら
実
際
に
消
火
器
を
使
用
す
る

「
消
火
体
験
」
、
④
実
際
の
火
災
の

よ
う
に
煙
が
充
満
し
た
迷
路
を
通
る

「
火
災
避
難
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
少
し
緊
張
し
な
が
ら
も
、

必
死
で
テ
ー
ブ
ル
に
し
が
み
つ
き
震

度
７
を
体
験
し
た
り
、
大
声
で
「
火

事
だ
ー
」
と
叫
び
、
少
し
も
た
つ
き

な
が
ら
も
消
火
器
の
放
水
を
し
た
り

と
、
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ら
で
は
の
貴

重
な
体
験
で
、
皆
さ
ん
災
害
へ
の
心

構
え
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
防
災
講
習
と
し
て
、
昨

年
の
九
州
北
部
災
害
に
あ
っ
た
福
岡

県
朝
倉
地
区
の
防
災
ヘ
リ
に
よ
る
住

民
救
助
の
映
像
を
見
な
が
ら
、
消
防

士
の
方
か
ら
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
強
調
さ
れ
た
の
は
「
自
然

災
害
に
は
立
ち
向
か
え
ま
せ
ん
。
と

に
か
く
身
を
守
る
こ
と
、
避
難
す
る

こ
と
が
一
番
で
す
」
と
言
う
事
で
し

た
。
非
常
持
出
袋
の
準
備
や
、
地
域

の
避
難
所
の
確
認
な
ど
、
日
頃
か
ら

準
備
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
言
わ

れ
、
一
同
う
な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

　

七
月
六
日
か
ら
降
り
始
め
た
記
録

的
豪
雨
は
、
西
日
本
を
中
心
と
す
る

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
、
多

く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
自
然
の
驚
異
を
再
確
認
さ
せ

ら
れ
、
研
修
で
学
ん
だ
「
ま
ず
身
を

守
り
、
避
難
す
る
こ
と
」
の
大
切
さ

と
、
難
し
さ
を
ま
ざ
ま
ざ
と
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

茨城県笠間市にある「キッチン晴人
（ハレジン）」のオーナーシェフ

永井 智一（ながい・ともかず）

レシピ

さっぱりオクラの冷やしそば
材料（１人分）

中華麺…１玉
オクラ…６本
大葉…５枚
ミョウガ…１個
ミニトマト…１個
生ワカメ…適宜
おろしショウガ…適宜
削り節…適宜
スダチ…１/２個

つゆ
　かつおだし…1/2カップ
　米酢…1/2カップ
　しょうゆ…1/4カップ
　みりん…1/4カップ
　砂糖…大さじ1
　ごま油…小さじ1
　すりごま…小さじ1

作り方

⑴つゆの材料を全て鍋に入れ沸かし、冷たくしておく。

⑵オクラは塩ずりしてゆでて冷水に落とし、半分に切って種を取り除き、
包丁でたたき、削り節であえる。１～２本をトッピング用に取っておく。

⑶中華麺をゆでて、冷水で締めておく。

⑷器に⑶を盛り付け、千切りにした大
葉、ミョウガ、おろしショウガ、生
ワカメ、ミニトマト、スダチ、⑵を
飾り、⑴を回し掛けて出来上がり。
飾りに取っておいたオクラにタコの
刺し身など（材料外）を添える。



⑥

デ
イ
ケ
ア
元
気
村　
　５

６
–
２
３
８
５

【８月の体験利用日のお知らせ】
・８月29日（水）　10時～16時　
（１日でも数時間でも可。別日でも
相談に応じます。）

・料金･･･昼食代450円（税抜）のみ
　＊１週間前までに予約をお願い致し
ます。

送迎もできますので、予約の際にお知
らせ下さい。

　

デ
イ
ケ
ア
で
は
、
六
月
の
お
楽
し

み
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、
あ
さ
が

お
の
壁
画
・
ち
ょ
う
ち
ん
・
熱
帯
魚

の
壁
飾
り
を
色
画
用
紙
や
折
り
紙
を

切
っ
た
り
、
糊
で
貼
り
合
わ
せ
た
り

し
て
作
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
は
指
先
を
器
用

に
使
い
一
生
懸
命
に
作
っ
て
い
ま
し

た
。
室
内
に
飾
る
と
、
と
て
も
良
い

雰
囲
気
に
な
り
夏
ら
し
く
な
っ
た
と

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ

が
続
き
ま
す
。
こ
ま
め
に
水
分
補
給

を
し
て
熱
中
症
に
は
十
分
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。

　

六
月
十
四
日
、
中
津
警
察
署
よ
り
四
月
十
一
日
発
生
の
金
吉

地
区
山
崩
れ
災
害
で
、
被
災
者
の
身
元
特
定
に
あ
た
っ
た
下
郷

農
協
立
下
郷
診
療
所
・
若
山
勝
弘
所
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

夜
間
の
捜
索
活
動
が
進
む
中
、
中
津
署
か
ら
の
要
請
を
受
け

身
元
特
定
を

行
う
な
ど
、

地
域
の
医
療

機
関
と
し
て

災
害
時
の
対

応
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

中津警察署より感謝状
山崩れ災害で若山下郷診療所長

診療所からのお知らせ
健診のお知らせ
診療所で､健康診断を受け付けております｡
◎75歳以上の方…ピンク色の平成30年度健

康診査受診券のハガキ
◎75歳未満の方…ブルーの平成30年度特定

健診受診券の封筒
健診を受けられる方は、事前にご連絡下さ
い。予約が必要です。

肺炎球菌の予防接種のお知らせ
診療所で肺炎球菌の予防接種が出来ます。
市役所から肺炎球菌の予防接種の通知が来
ている方は、下郷診療所までご連絡くださ
い。予約が必要です。

下郷診療所　TEL 56-2361



⑦

「
積
極
的
な
交
流
行
事
参
加
を
」

産
直
大
地
の
会
久
留
米
が
総
会

　

六
月
十
七
日
、
産
直
大
地
の
会
久

留
米
の
総
会
が
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
農
協
よ
り
矢
崎
組
合
長
と

立
花
担
当
、
野
菜
組
合
よ
り
葛
西
さ

ん
の
三
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
大
地

の
会
か
ら
は
会
員
十
八
名
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
代
表
の
緒
方
忠
臣
さ
ん
よ

り
「
五
月
に
あ
っ
た
班
責
任
者
会
議

で
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
協
議
し
、

従
来
通
り
の
活
動
を
継
続
す
る
事
に

決
ま
り
ま
し
た
。
積
極
的
に
行
事
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
矢
﨑
組
合
長
の
挨
拶
で
は
、

現
在
の
農
畜
産
物
状
況
・
農
協
を
取

り
巻
く
情
勢
等
を
報
告
、
特
に
「
産

直
会
員
さ
ん
と
の
交
流
に
つ
い
て
は

農
協
も
協
力
し
ま
す
の
で
、
会
員
拡

大
に
つ
な
が
る
交
流
会
も
積
極
的
に

企
画
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
議
長
に
豊
か
な
大
地
の

豊
崎
さ
ん
を
選
出
し
、
活
動
報
告
・

決
算
報
告
・
活
動
方
針
︵
案
︶
・
収

支
予
算
︵
案
︶
の
各
議
案
と
も
に
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
農
協
へ
の
意
見
・

要
望
の
時
間
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

野
菜
︵
も
ち
き
び
・
ス
イ
カ
︶
の
作

付
け
要
望
等
の
意
見
が
あ
り
、
生
産

者
の
葛
西
さ
ん
に
回
答
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
会
と
農
協
で
協

力
し
な
が
ら
、
活
動
を
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

（
立
花
）

『穀物水分計』の検診について
穀物水分計の検診を実施しますので、受検希望の方は８月９日㈭までに指
導販売部（松岡）へ穀物水分計の持ち込みをお願いします。

・対象銘柄（メーカー）　：　ケット・サタケ・静岡製機
・穀物水分計持込締切日　：　平成30年８月９日（木）まで
・受検後の受け渡し日　　：　平成30年８月22日（水）～
　　　　　　　　　　　　　　〔指導販売部で受け渡しします。〕
・穀物水分計の検診料　　：　1,630円（税別・期間内検診時）
＊但し、交換部品代・オーバーホール代は別途請求致します。

◎お問合せ：下郷農協 指導販売部 担当 松岡まで（℡0979-56-2630）

　　　　　　　　　　　　　　〔指導販売部で受け渡しします。〕　　　　　　　　　　　　　　〔指導販売部で受け渡しします。〕



⑧

　

七
月
九
日
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
ゆ

～
わ
く
ワ
イ
ド
＆
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
内
の

放
送
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
が
提

供
す
る
「
採
れ
た
て
！
ゆ
～
わ
く
農

宴
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
山
﨑
智
広
耶
馬

溪
酪
農
組
合
長
が
出
演
、
餌
に
こ
だ

わ
り
乳
牛
の
健
康
に
気
を
配
り
な
が

ら
大
切
に
飼
育
し
て
い
る
酪
農
の
現

場
か
ら
、
耶
馬
溪
牛
乳
や
新
商
品
の

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
Ｓ
－
１
を
ピ
ー
ア

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
豊
か
な
大

地
で
育
ま
れ
た
大
分
県
内
各
地
の
農

畜
産
物
を
梶
原
史
帆
リ
ポ
ー
タ
ー
が

生
産
者
と
農
作
業
し
な
が
ら
そ
の
魅

力
を
発
掘
、
下
郷
農
協
管
内
で
は
乳

製
品
の
紹
介
に
続
い
て
金
丸
隆
昌
さ

ん
が
飼
育
す
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定
「
お
お

い
た
冠
地
ど
り
」
を
九
月
三
日
に
放

送
予
定
で
す
。

＊
放
送
を
見
逃
し
た
方
は
、
同
番
組

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
「
採
れ
た

て
！
ゆ
〜
わ
く
農
宴
」
か
ら
動
画
配

信
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

テレビカメラを前に、リポーターの
問い掛けに答える山﨑酪農組合長

山
﨑
耶
馬
溪
酪
農
組
合
長
が
こ
だ
わ
り
Ｐ
Ｒ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
テ
レ
ビ
で
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
紹
介

　

冬
に
飲
む
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
甘
酒
で
す

が
、
実
は
季
語
は
「
夏
」
。
飲
む
点
滴
と

も
呼
ば
れ
、
食
欲
の
な
い
夏
の
栄
養
補
給

に
も
ぴ
っ
た
り
で
す
。
昨
今
の
ブ
ー
ム
で

甘
酒
は
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
も
手
に

入
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

甘
酒
は
造
り
方
に
よ
っ
て
「
米
麹
︵
こ

う
じ
︶
甘
酒
」
と
「
酒
粕
︵
か
す
︶
甘

酒
」
の
２
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

「
米
麹
甘
酒
」
は
、
炊
い
た
お
米
︵
お

か
ゆ
︶
に
米
麹
を
入
れ
て
₅₀
～
₆₀
度
く
ら

い
の
温
度
で
７
～
８
時
間
保
温
し
て
お
く

と
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て

「
酒
粕
甘
酒
」
は
酒
粕
を
お
湯
で
溶
き
、

お
好
み
で
砂
糖
を
加
え
て
一
煮
立
ち
し
た

ら
完
成
で
す
。
「
酒
粕
甘
酒
」
の
方
が
簡

単
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
酒
粕
は

日
本
酒
を
造
っ
た
と
き
に
作
ら
れ
る
粕
の

た
め
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
で
い
ま
す
。
妊

婦
さ
ん
や
お
子
さ
ん
、
車
を
運
転
す
る
人

は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

気
に
な
る
栄
養
価
で
す
が
、
「
米
麹
甘

酒
」
は
お
米
と
米
麹
で
造
ら
れ
、
発
酵
さ
れ

消
化
が
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
夏
バ
テ
予

防
の
栄
養
補
給
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
源
と
な
る
ブ
ド
ウ
糖
の
他
、
酵
素

や
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
食
物
繊
維
、
オ
リ
ゴ

糖
な
ど
を
豊
富
に
含
み
ま
す
。
腸
の
調
子

を
整
え
る
効
果
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

「
酒
粕
甘
酒
」
は
酒
粕
の
栄
養
で
あ
る

食
物
繊
維
や
豊
富
な
ア
ミ
ノ
酸
の
他
、
発

酵
パ
ワ
ー
で
あ
る
酵
母
と
麹
菌
を
摂
取
で

き
ま
す
。
こ
れ
ら
に
よ
り
血
圧
や
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
効
果
が
期
待
で
き
る

他
、
血
流
を
良
く
し
て
体
を
温
め
た
り
、

肌
の
調
子
が
良
く
な
っ
た
り
と
女
性
に
う

れ
し
い
効
果
も
感
じ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　

ど
ち
ら
を
飲
む
か
は
、
期
待
し
た
い
効

果
や
味
︵
風
味
︶
、
造
り
や
す
さ
︵
手
に

入
り
や
す
さ
︶
で
選
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

冷
た
い
ま
ま
飲
む
の
も
良
い
で
す
が
、
夏

で
あ
っ
て
も
ク
ー
ラ
ー
な
ど
で
体
が
冷
え

て
い
る
と
き
は
温
め
て
飲
む
の
も
良
い
で

し
ょ
う
。
牛
乳
や
豆
乳
で
割
っ
た
り
、
す

り
お
ろ
し
た
シ
ョ
ウ
ガ
や
シ
ナ
モ
ン
を
入

れ
る
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
て
も
良
い

で
す
ね
。
こ
の
夏
は
甘
酒
を
う
ま
く
取
り

入
れ
て
夏
バ
テ
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

甘
酒

管
理
栄
養
士
・
雑
穀
料
理
家
●
柴
田
真
希

お
米
で
健
康

『合鴨米のあまざけ』
で夏バテ防止

　下郷農協の健康米生産組合員
が作った合鴨米（農薬・化学肥
料不使用）と米麹のみで製造、
発酵され消化が良いので夏バテ
防止にぴったり、食物繊維・オ
リゴ糖などが豊富で整腸作用も
期待できます。
　ノンアルコールなのでお子さ
んからご年配の方まで安心して
お飲みいただけます。



理事会だより
　 6月22日に第3回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせします。

報 告 事 項：①県常例検査実施について
　　　　　　②コンプライアンス態勢の整備に係るチェック結果について
　　　　　　③その他

第１号議案：5月決算承認の件
第2号議案：コンプライアンス・プログラム及びコンプライアンス・マニュアルの承認について
第3号議案：2018年度「不祥事未然防止のための行動計画」策定及び2017年度取り組み結果（概要）につ

いて
第4号議案：不祥事対応要領の一部変更について
第5号議案：監事決算監査指摘事項の回答について

・報告事項の県常例検査実施については、農協法の規定に基づき8月6日～9日まで本検査が行われる旨
通知があり、また6月7日に無通告の現物検査が行われた事が報告されました。

・第1号議案の5月決算承認の件については、事業利益△4,382千円の計画に対し△6,048千円で1,666千
円の未達成となりました。

　事業利益は計画対比で、収益部門のうち惣菜844千円・食肉470千円・購買318千円等が達成、診療所
1,221千円・販売950千円・貸付358千円・牛乳307千円等が未達成となりました。

お盆前後の営業のご案内
8月⑪日 12日 13日 14日 15日 16日 17日
土 日 月 火 水 木 金

ふ れ あ い の 店 売出
（8:30～17:00）

売出
（8:30～17:00）

売出
（8:30～12:00）

休 休 休 通常営業

信連下郷出張所 休み 休み 通常 通常 通常 通常 通常

Ａ Ｔ Ｍ 9：00～17：00 9：00～17：00 8：45～19：00 8：45～19：00 8：45～19：00 8：45～19：00 8：45～19：00

野 菜 受 取 9：00～10：00 9：00～10：00 9：00～10：00 9：00～10：00 8：00～10：00 8：00～10：00 8：00～10：00

産 直 配 送 中津・大分便 中津・大分便 中津・大分便 中津・大分便 中津・大分便 通常 通常

診 療 所 休診 休診 休診 休診 休診 診療 診療

デイケア元気村 休み 休み 休み 休み 休み 通常 通常

特約店・末廣石油店 休み 休み 通常
7:00～18:00

休み 休み 休み 通常
7:00～18:00

《お問合せ先》・購買ふれあいの店　　　：56-2225（直通）　・JA大分信連下郷出張所　：56-3010　　・デイケア元気村：56-2385　
　　　　　　　・指導販売部（野菜受取）：56-2630　　　　　・企画部（お客様センター）：56-2888　　　
　　　　　　　・下郷診療所　　　　　　：56-2361　　　　　・末廣石油店　　　　　　　：56-2496　　　

⑨
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大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
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－
４

TEL　
0979-56-2222 

FAX 
0979-56-3117 
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sim
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バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

水
着
の
痕
が
つ
い
た
り
皮
が
め
く
れ
た
り

３　

学
校
の
教
室
に
並
べ
ま
す

６　

酒
な
ど
を
量
る
四
角
い
容
器

７　

ミ
ノ
、
ハ
ツ
、
セ
ン
マ
イ
と
い
え
ば

８　

全
生
徒
中
の
男
子
生
徒
の
―
―
を
計
算
で

求
め
た

10　

お
盆
休
み
に
帰
る
人
も
い
ま
す

14　

プ
ー
ル
で
習
う
こ
と
の
一
つ

16　

ビ
ー
チ
―
―
を
広
げ
て
日
陰
を
つ
く
っ
た

18　

一
般
的
に
縄
よ
り
太
め

19　

バ
ッ
ト
を
持
っ
て
１
人
で
も
で
き
る
練
習

20　

釣
り
に
使
う
透
明
な
糸

ヨコのカギ
1　夏らしい黄色い花
２　爪を削って整えるときに使います
3　アサガオやヘチマが伸ばす物
４　天気予報では雲のマークで表されること

が多い天候
5　コンパスだときれいに描けます
7　サッカーの主審が吹きます
9　舌で感じます
11　ウミウシも実はこの仲間
12　プラスの反対
13　UAEとも呼ばれる――首長国連邦
15　卵を英語でいうと
16　定期券を入れた――ケース
17　あの２人はどうも――が合わないようだ
　　なあ

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切
は
二
〇
一
八
年
八
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
A

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

一
枚
の
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ど
ち
ら
も
応
募
で
き
ま
す
！

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ　「サヤインゲン」
当選者

東京都大田区　鈴木　善江 様

先月号のこたえ

先月号のこたえ　④＋⑥＝10
当選者

福岡県直方市　田中　壽子 様

下郷のＨＰの
応募フォーム
からも応募で
きます。


